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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の分散型送受信機局又はアンテナにネットワークを介して通信接続された一つまた
はそれ以上の集中型ユニットから成るマルチユーザ（ＭＵ）マルチアンテナシステム（Ｍ
Ｕ-ＭＡＳ）であって、
　前記ネットワークが、バックホール通信チャンネルとして使用される有線リンク、無線
リンク、又は両者の組合せから成り、
　前記集中型ユニットが、Ｎ個のデータストリームを、M個の事前符号化データストリー
ムに変換し、各事前符号化データストリームが、Ｎ個のデータストリームの内の幾つか又
は全ての組合せであり、
　前記M個の事前符号化データストリームが前記ネットワークを介して前記分散型送受信
機局に送られ、
　前記分散型送受信機局が、無線リンクを介して少なくとも一つのクライアントに前記事
前符号化データストリームを同時に送り、少なくとも一つのクライアントデバイスが、元
のN個のデータストリームの少なくとも一つを受信するようにすることを特徴とするシス
テム。
【請求項２】
　前記複数の分散型アンテナが、ゼロＲＦエネルギを有する空間にロケーションを作成す
るために無線周波数（ＲＦ）信号を送信することを特徴とする請求項１のシステム。
【請求項３】
　前記ＭＵ－ＭＡＳが隣接するクラスター間の干渉を除去し、前記システムが、
　ＭＵ－ＭＡＳ通信チャネルを介して、第１のクライアントデバイスと通信するための第
１のＭＵ－ＭＡＳクラスターであって、前記第１のＭＵ－ＭＡＳクラスターからの信号強
度が、前記第１のクライアントデバイスによって検出される、第１のＭＵ－ＭＡＳクラス
ター、及び
　前記ＭＵ－ＭＡＳ通信チャンネルと干渉する信号を発生する第２のＭＵ－ＭＡＳクラス
ターであって、前記第２のＭＵ－ＭＡＳクラスターからの干渉信号強度が、前記第１のク
ライアントデバイスによって、検出される、第２のＭＵ－ＭＡＳクラスターを含み、
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　前記第１のＭＵ－ＭＡＳクラスターからの前記信号強度が、前記第２のＭＵ－ＭＡＳク
ラスターからの前記干渉信号強度の値に対する指定の値に到達した場合に、前記第１のク
ライアントデバイスが、前記第１のクライアントデバイスの一つ以上のアンテナと、前記
第２のＭＵ－ＭＡＳクラスターの一つ以上のアンテナとの間のチャンネル状態を定めるチ
ャンネル状態情報（CＳＩ）を発生し、前記ＣＳＩを、前記第２のＭＵ－ＭＡＳクラスタ
ー内の基地送受信機局（ＢＴＳ）に送信し、
　前記ＢＴＳが、前記第１クライアントデバイスにおけるＲＦ干渉を避けるために、ＭＵ
－ＭＡＳクラスター間干渉（ＩＭＣＩ）相殺によってＭＵ-ＭＵＳ事前符号化を実施する
請求項１記載のシステム。
【請求項４】
　前記ＭＵ－ＭＡＳが、第１クライアントデバイスとの通信を第１クライアントデバイス
が第１のＭＵ－ＭＡＳクラスターから第２のＭＵ－ＭＡＳクラスターまで移動する時に調
節し、前記システムが、
　前記第１のクライアント装置が、前記第１のクライアントデバイスと前記第１のＭＵ－
ＭＡＳクラスター間（「Ｓ１」）及び該第１のクライアントデバイスと第２のＭＵ－ＭＡ
Ｓクラスター間（「Ｓ２」）の信号強度を検出し、
　前記第１のクライアントデバイスが、Ｓ２がＳ１に対して十分に低い第１の指定ゾーン
内である時に、該第１のクライアントデバイスを含む第１の複数のクライアントに同じ周
波数帯域内で同時非干渉データストリームを送信するために前記第１のＭＵ－ＭＡＳクラ
スター内の基地送受信機局（ＢＴＳ）の少なくとも１つに対して従来のＭＵ－ＭＡＳ事前
符号化を実施し、かつ該第１のクライアントを含まない第２の複数のクライアントデバイ
スに同じ周波数帯域内で同時非干渉データストリームを送信するために前記第２のＭＵ－
ＭＡＳクラスターの該ＢＴＳに対して従来のＭＵ－ＭＡＳ事前符号化を実施し、
　前記第１のクライアントデバイスが、Ｓ２及びＳ１の相対値が結果として第１の閾値が
到達するように、Ｓ２がＳ１に対して増加し及び／又はＳ１がＳ２に対して減少した第２
の指定ゾーン内である時に、該第１のクライアントデバイスの１つ又はそれよりも多くの
アンテナと前記第２のＭＵ－ＭＡＳクラスターの１つ又はそれよりも多くのアンテナとの
間のチャンネル状態を定義するチャンネル状態情報（ＣＳＩ）を生成し、該第２のＭＵ－
ＭＡＳクラスターのＢＴＳが、該ＣＳＩを使用して、該第１のクライアントデバイスでの
ＲＦ干渉を回避するためにＭＵ－ＭＡＳクラスター間干渉（ＩＭＣＩ）相殺を用いてＭＵ
－ＭＡＳ事前符号化を実施し、
　前記第１のクライアントデバイスが、Ｓ２及びＳ１の相対値が結果として第２の閾値が
到達するように、Ｓ２がＳ１に対して増加し及び／又はＳ１がＳ２に対して減少した第３
の指定ゾーン内である時に、該第１のクライアントデバイスを含む第２の複数のクライア
ントデバイスに同じ周波数帯域内で同時非干渉データストリームを送信するために前記第
２のＭＵ－ＭＡＳクラスターの前記ＢＴＳに従来のＭＵ－ＭＡＳ事前符号化を実施し、か
つ該第１のクライアントデバイスの１つ又はそれよりも多くのアンテナと前記第１のＭＵ
－ＭＡＳクラスターの１つ又はそれよりも多くのアンテナとの間のチャンネル状態を定義
するチャンネル状態情報（ＣＳＩ）を生成し、該第１のＭＵ－ＭＡＳクラスターのＢＴＳ
が、該ＣＳＩを使用して、該第１のクライアントデバイスでのＲＦ干渉を回避するために
ＭＵ－ＭＡＳクラスター間干渉（ＩＭＣＩ）相殺を用いてＭＵ－ＭＡＳ事前符号化を実施
し、
　前記第１のクライアントデバイスが、Ｓ２及びＳ１の相対値が結果として第３の閾値が
到達するように、Ｓ２がＳ１に対して増加し及び／又はＳ１がＳ２に対して減少した第４
の指定ゾーン内である時に、該第１のクライアントデバイスを含む前記第２の複数のクラ
イアントデバイスに同じ周波数帯域内で同時非干渉データストリームを送信するために前
記第２のＭＵ－ＭＡＳクラスター内の前記基地送受信機局（ＢＴＳ）の少なくとも１つに
対して従来のＭＵ－ＭＡＳ事前符号化を実施し、かつ該第１のクライアントデバイスを含
まない前記第１の複数のクライアントデバイスに同じ周波数帯域内で同時非干渉データス
トリームを送信するために前記第１のＭＵ－ＭＡＳクラスターの該ＢＴＳに対して従来の
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ＭＵ－ＭＡＳ事前符号化を実施する、
　ことを特徴とする請求項１記載のシステム。
【請求項５】
　前記ＭＵ－ＭＡＳが第１のクライアントデバイスとの通信を調節し、
　前記クライアントデバイスに、ＲＦエネルギを送る複数のアンテナを有するＭＵ－ＭＡ
Ｓネットワークを備え、
　該ＭＵ－ＭＡＳネットワークの該クライアントデバイス及び／又は１つ又はそれよりも
多くの基地局送受信機（ＢＴＳ）が、該クライアントデバイスの現在の速度を推定し、該
ＢＴＳのうちの１つ又はそれよりも多くが、該クライアントデバイスを該クライアントデ
バイスの該推定速度に基づいて特定のＭＵ－ＭＡＳネットワークに割り当てる
　ことを特徴とする請求項１記載のシステム。
【請求項６】
　前記ＭＵ－ＭＡＳが第１のクライアントデバイスとの通信を調節し、
　１つ又はそれよりも多くのデータストリームにＭＵ－ＭＡＳ重みを適用して１つ又はそ
れよりも多くのＭＵ－ＭＡＳ事前符号化データストリームを生成し、
　前記ＭＵ－ＭＡＳ事前符号化データストリームが送信される通信チャンネルに関連する
入力チャンネル品質情報（ＣＱＩ）及び／又はチャンネル状態情報（ＣＳＩ）を受信し、
　前記ＣＱＩ及び／又はＣＳＩに基づいて電力スケーリング係数を決定し、
　前記ＭＵ－ＭＡＳ事前符号化データストリームの各々に前記電力スケーリング係数を適
用することを含むことを特徴とする請求項１記載のシステム。
【請求項７】
　前記ＭＵ－ＭＡＳが、第１のクライアントとの通信を調節し、
　チャンネル状態情報（ＣＳＩ）及び／又はチャンネル品質情報（ＣＱＩ）を受信し、
　前記ＣＳＩ又はＣＱＩに基づいて同じクラスター内のＭＵ－ＭＡＳアンテナの群を選択
し、
　前記ＣＳＩ及び／又はＣＱＩに基づいて、ＭＵ－ＭＡＳ重みを適用して各群内で１つ又
はそれよりも多くのＭＵ－ＭＡＳ事前符号化データストリームを生成することを
　を含むことを特徴とする請求項１記載のシステム。
【請求項８】
　前記ＭＵ－ＭＡＳが複数のクライアントデバイスと通信し、
　第１の複数のＭＵ－ＭＡＳアンテナの各々とクライアントデバイスの各々との間のチャ
ンネル状態を定義するチャンネル状態情報（ＣＳＩ）を決定し、
　前記ＣＳＩを使用して、前記第１の複数のＭＵ－ＭＡＳアンテナの各々と前記クライア
ントデバイスの各々のアンテナとの間の前記チャンネルの各々に対するＭＵ－ＭＡＳ事前
符号化重みを決定し、
　前記ＣＳＩ及びＭＵ－ＭＡＳ事前符号化重みを使用して、前記第１の複数のＭＵ－ＭＡ
Ｓアンテナの各々と前記クライアントデバイスの各々の前記アンテナとの間のリンク品質
を定義するリンク品質メトリックを決定し、
　前記リンク品質メトリックを使用して異なるクライアントデバイスに対する変調符号化
方式（ＭＣＳ）を決定し、
　前記第１の複数のＭＵ－ＭＡＳアンテナの各々から個々のクライアントデバイスの各々
までそれらのクライアントデバイスに対する前記決定されたＭＣＳを使用して事前符号化
データストリームを送信することを
　を含む請求項１記載のシステム。
【請求項９】
　前記ＭＵ－ＭＡＳが事前符号化補間を行い、且つ複数のクライアントデバイスと通信す
るために直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）及びＭＵ－ＭＡＳ事前符号化を使用し、
　前記システムが、作動を行うプログラムコードを処理するためのプロセッサを含み、前
記作動が、
　ＯＤＦＭトーンの第１の部分集合を選択して事前符号化重みの第１の部分集合を決定し
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、
　事前符号化重みの前記第１の部分集合間で補間することにより、ＯＤＦＭトーンの第２
の部分集合のための事前符号化重みの第２の部分集合を導出し、
　事前符号化重みの前記第１の部分集合及び事前符号化重みの前記第２の部分集合の組合
せを使用して、データストリームを該データストリームをクライアントデバイスに送信す
る前に事前符号化することを含むことを特徴とする請求項１記載のシステム。
【請求項１０】
　前記ＭＵ－ＭＡＳが、
　複数の無線クライアントデバイスと、
　前記複数のクライアントデバイスとの複数の同時の通信チャンネルを確立するための複
数のＭＵ－ＭＡＳアンテナを有する複数の基地送受信機局（ＢＴＳ）と、
　を含み、
　前記ＢＴＳ及び／又は前記無線クライアントデバイスのいずれかが、それらの間の前記
通信チャンネルのリンク品質を測定し、かつ該リンク品質測定値を使用してクライアント
デバイスクラスターを定義し、
　前記ＢＴＳ及び／又は前記無線クライアントデバイスは、更に、定義されたクライアン
トデバイスクラスター内の各クライアントデバイスと各ＭＵ－ＭＡＳアンテナ間のチャン
ネル状態情報（ＣＳＩ）を測定し、かつ該測定ＣＳＩに基づいて該クライアントデバイス
クラスター内の該ＭＵ－ＭＡＳアンテナとそれらのＭＵ－ＭＡＳアンテナによって到達可
能な前記クライアントデバイスとの間のデータ伝送を事前符号化する、
　ことを特徴とする請求項１記載のシステム。
【請求項１１】
　ブロック対角化事前符号化を使用することを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項１２】
　Ｍ個の分散型送信アンテナが、ゼロＲＦエネルギの（Ｍ－１）個までの点を作成するこ
とを特徴とする請求項２に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記ゼロＲＦエネルギのロケーションは、受信機であり、前記送信アンテナは、前記送
信機と該受信機間の前記チャンネル状態情報を認識し、該送信機は、該チャンネル状態情
報を利用して同時に送信される干渉信号を決定することを特徴とする請求項２に記載のシ
ステム。
【請求項１４】
　前記送信アンテナは、マルチユーザ（ＭＵ）マルチアンテナシステム(ＭＵ－ＭＡＳ)ア
ンテナであり、
　前記ゼロＲＦエネルギを有するロケーションは、クライアントデバイスのロケーション
に対応し、ＭＵ－ＭＡＳ事前符号化が、該クライアントデバイスに対してゼロＲＦエネル
ギの点を作成するために使用されることを特徴とする請求項２に記載のシステム。
【請求項１５】
　ゼロＲＦエネルギの点が、隣接ＭＵ－ＭＡＳクラスター間の干渉を除去するために作成
されることを特徴とする請求項２に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記第１のクライアントデバイスが、前記第１のＭＵ－ＭＡＳクラスターからの該第１
のクライアントデバイスによって検出された前記信号強度と前記第２のＭＵ－ＭＡＳから
の該第１のクライアントデバイスによって検出された前記干渉信号強度との比率に基づく
該第１のクライアントデバイスでの信号対干渉ノイズ比（ＳＩＮＲ）を推定することによ
り、該第１のＭＵ－ＭＡＳクラスターからの該信号強度の指定の値が該第２のＭＵ－ＭＡ
クラスターからの該干渉信号強度の前記値に対する前記指定の値に到達するか否かを決定
し、
　前記第１のクライアントデバイスが、前記ＳＩＮＲが指定の閾値よりも下に移動する時
に該第１のクライアントデバイスの１つ又はそれよりも多くのアンテナと前記第２のＭＵ
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－ＭＡＳクラスターの１つ又はそれよりも多くのアンテナとの間のチャンネル状態を定義
するチャンネル状態情報（ＣＳＩ）を生成する、
　ことを更に含むことを特徴とする請求項３に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記第１のＭＵ－ＭＡＳクラスター内の複数の基地局送受信機（ＢＴＳ）、
　を更に含み、
　前記第１のＭＵ－ＭＡＳクラスターの前記ＢＴＳは、前記第１のクライアントデバイス
を含む第１の複数のクライアントデバイスに同じ周波数帯域内で同時非干渉データストリ
ームを送信するために従来のＭＵ－ＭＡＳ事前符号化を実施し、
　前記第２のＭＵ－ＭＡＳクラスター内の前記ＢＴＳは、第２の複数のクライアントデバ
イスに同じ周波数帯域内で同時非干渉データストリームを送信するために前記ＩMＣＩ相
殺事前符号化と同時に実施される従来のＭＵ－ＭＡＳ事前符号化を実施する、
　ことを特徴とする請求項３に記載のシステム。
【請求項１８】
　第２のＭＵ－ＭＡＳクラスターからの前記第１のクライアントデバイスでの干渉信号強
度を検出することは、前記第１のＭＵ－ＭＡＳクラスターの前記ＭＵ－ＭＡＳアンテナか
らの指定のサイレンス期間中に信号強度を測定することを含むことを特徴とする請求項３
に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記指定のサイレンス期間は、所定の送信フレーム構造に基づいて指定されることを特
徴とする請求項１８に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記第１のＭＵ－ＭＡＳクラスター及び前記第２のＭＵ－ＭＡＳクラスターは、マルチ
キャリア直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）システムを含み、
　前記第１のクライアントで信号対干渉比（ＳＩＲ）又は信号対干渉ノイズ比（ＳＩＮＲ
）を推定することにより、前記第１のＭＵ－ＭＡＳクラスターからの前記信号強度の指定
の値が、前記第２のＭＵ－ＭＡＳクラスターからの前記干渉信号強度の前記値に対する前
記指定の値に到達するか否かを決定し、該ＳＩＲが、該第１のＭＵ－ＭＡＳクラスターか
らの該第１のクライアントによって検出された該信号強度と該第２のＭＵ－ＭＡＳクラス
ターからの該第１のクライアントによって検出された該干渉信号強度との比率に基づいて
おり、該ＳＩＮＲが、該第１のＭＵ－ＭＡＳクラスターからの該第１のクライアントによ
って検出された該信号強度と該第２のＭＵ－ＭＡＳクラスターからの該第１のクライアン
トによって検出された該干渉信号強度及びノイズ信号強度との比率に基づいており、該Ｓ
ＩＲ又はＳＩＮＲが、前記ＯＤＦＭシステムのヌルトーンから推定される前記決定するこ
と、
　を更に含む、
　ことを特徴とする請求項３に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記第１のＭＵ－ＭＡＳクラスターからの前記信号強度が前記第２のＭＵ－ＭＡＳクラ
スターからの前記干渉信号強度の前記値に対する指定の値に到達した場合に、該第２のＭ
Ｕ－ＭＡＳクラスターからのトレーニング信号を使用して、前記第１のクライアントデバ
イスの１つ又はそれよりも多くのアンテナと該第２のＭＵ－ＭＡＳクラスターの１つ又は
それよりも多くのアンテナとの間のチャンネル状態を定義する前記チャンネル状態情報（
ＣＳＩ）を生成することを特徴とする請求項３に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記第２のＭＵ－ＭＡＳクラスター内の前記ＢＴＳでＭＵ－ＭＡＳクラスター間干渉（
ＩＭＣＩ）相殺を用いてＭＵ－ＭＡＳ事前符号化を実施することは、前記第１のクライア
ントデバイスのロケーションでゼロＲＦエネルギを作成するために高周波（ＲＦ）信号を
事前符号化して送信することを含むことを特徴とする請求項３に記載のシステム。
【請求項２３】
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　Ｓ１及びＳ２に対して信号対干渉ノイズ比（ＳＩＮＲ）及び／又は信号対干渉比（ＳＩ
Ｒ）を計算すること、
　ＳＩＲ及び／又はＳＩＮＲの値に基づいて第１、第２、及び第３の閾値を定義すること
と、
　を更に含むことを特徴とする請求項４に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記第１のクライアントデバイス及び／又は前記ＢＴＳが、Ｓ１及びＳ２の前記相対値
に基づいて、該第１のクライアントデバイスがゾーン間を移動するのに応答してヒステリ
シスループを実施して該ゾーンの各々間の反復的な切り換えを回避するために前記第１か
ら第３の閾値の値の各々を動的に調節すること、
　を更に含むことを特徴とする請求項４に記載のシステム。
【請求項２５】
　前記クライアントデバイスが現在常駐する前記ゾーンに関する決定が、該クライアント
デバイスによって行われることを特徴とする請求項４に記載のシステム。
【請求項２６】
　前記クライアントデバイスが現在常駐する前記ゾーンに関する決定が、前記第１のＭＵ
－ＭＡＳクラスター及び／又は前記第２のＭＵ－ＭＡＳクラスター内のＢＴＳによって行
われることを特徴とする請求項４に記載のシステム。
【請求項２７】
　命令のシーケンスを実行するプロセッサとして実施される有限状態機械を用いて実施さ
れることを特徴とする請求項４に記載のシステム。
【請求項２８】
　前記ＲＦエネルギは、ドップラーシフトを推定することによって前記クライアントデバ
イスに対する現在の速度を推定するのに使用されることを特徴とする請求項５に記載のシ
ステム。
【請求項２９】
　前記ドップラーシフトは、ブラインド推定技術を使用して、前記アンテナから前記クラ
イアントに反射されて該アンテナに戻る前記ＲＦエネルギを使用して計算されることを特
徴とする請求項２８に記載のシステム。
【請求項３０】
　前記ＲＦエネルギは、トレーニング信号から構成され、前記ドップラーシフトは、該ト
レーニング信号を使用して計算されることを特徴とする請求項２８に記載のシステム。
【請求項３１】
　前記クライアントデバイスの速度が指定の閾値よりも大きい場合に、高速クライアント
デバイスと通信することができる第１のＭＵ－ＭＡＳネットワークに該クライアントデバ
イスを割り当て、及び該クライアントデバイスの速度が該指定の閾値よりも小さい場合に
、第２のＭＵ－ＭＡＳネットワークに該クライアントデバイスを割り当てることを特徴と
する請求項５に記載のシステム。
【請求項３２】
　前記第１のＭＵ－ＭＡＳネットワークは、第１の平均待ち時間を有するＢＴＳネットワ
ークを通じて接続された複数の基地局送受信機（ＢＴＳ）を含み、
　前記第２のＭＵ－ＭＡＳネットワークは、前記第１の平均待ち時間よりも低い第２の平
均待ち時間を有するＢＴＳネットワークを通じて接続された複数のＢＴＳを含む、
　ことを特徴とする請求項３１に記載のシステム。
【請求項３３】
　前記ＭＵ－ＭＡＳ事前符号化データストリームの各々に前記電力スケーリング係数を適
用することは、該ＭＵ－ＭＡＳ事前符号化データストリームの各々に該電力スケーリング
係数を乗算することを含むことを特徴とする請求項６に記載のシステム。
【請求項３４】
　前記ＣＱＩは、前記通信チャンネルの各々に対する平均信号対ノイズ比（ＳＮＲ）又は
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受信信号強度表示（ＲＳＳＩ）を含むことを特徴とする請求項６に記載のシステム。
【請求項３５】
　前記電力スケーリング係数が、全てのＭＵ－ＭＡＳアンテナに送られた前記データスト
リームの各々に適用され、かつ瞬間的なＭＵ－ＭＡＳ当たりアンテナ送信電力が所定の最
大許容露出（ＭＰＥ）限界値よりも大きい場合があっても平均ＭＵ－ＭＡＳ当たりアンテ
ナ電力が該ＭＰＥ限界値よりも低く維持されるように動的に調節されることを特徴とする
請求項６に記載のシステム。
【請求項３６】
　前記ＭＵ－ＭＡＳ事前符号化データストリームの各々に前記電力スケーリング係数を適
用することは、該ＭＵ－ＭＡＳ事前符号化データストリームの各々に該電力スケーリング
係数を乗算することを特徴とする請求項７に記載のシステム。
【請求項３７】
　前記ＣＱＩは、前記通信チャンネルの各々に対する平均信号対ノイズ比（ＳＮＲ）又は
受信信号強度表示（ＲＳＳＩ）を含むことを特徴とする請求項７に記載のシステム。
【請求項３８】
　前記電力スケーリング係数は、全てのＭＵ－ＭＡＳアンテナに送られた前記データスト
リームの各々に適用され、かつ瞬間的なＭＵ－ＭＡＳ当たりアンテナ送信電力が所定の最
大許容露出（ＭＰＥ）限界値よりも大きい場合があっても平均ＭＵ－ＭＡＳ当たりアンテ
ナ電力が該ＭＰＥ限界値よりも低く維持されるように動的に調節されることを特徴とする
請求項７に記載のシステム。
【請求項３９】
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）を使用するシステムにおいて、前記リンク品質メトリ
ックは、全てのＯＦＤＭトーンにわたる平均信号対ノイズ比を含むことを特徴とする請求
項８に記載のシステム。
【請求項４０】
　前記リンク品質メトリックは、前記第１の複数のアンテナと前記クライアントの前記ア
ンテナとの間の有効チャンネルの周波数応答であることを特徴とする請求項８に記載のシ
ステム。
【請求項４１】
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）を使用するシステムにおいて、
　前記リンク品質メトリックに基づいて、前記異なるクライアントデバイスの各々と通信
するのに使用される異なるＯＦＤＭトーンを決定すること、
　を更に含むことを特徴とする請求項８に記載のシステム。
【請求項４２】
　それぞれの前記クライアントデバイスの各々への通信に使用される前記ＭＣＳの表示を
送信すること、
　を更に含むことを特徴とする請求項８に記載のシステム。
【請求項４３】
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）を使用するシステムにおいて、
　それぞれの前記クライアントデバイスの各々への通信に使用される異なるトーンの表示
を送信すること、
　を更に含むことを特徴とする請求項８に記載のシステム。
【請求項４４】
　チャンネル利得の検出された時間的変動に基づいて前記ＭＣＳを調節することを更に含
むことを特徴とする請求項８に記載のシステム。
【請求項４５】
　前記ＭＣＳは、チャンネル干渉時間の部分毎に再計算されることを特徴とする請求項１
８に記載のシステム。
【請求項４６】
　前記ＭＵ－ＭＡＳ送信アンテナは、前記送信機と該受信機間の前記チャンネル状態情報
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を認識し、該送信機は、該チャンネル状態情報を利用して同時に送信される干渉信号を決
定することを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項４７】
　特異値分解（ＳＶＤ）が、事前符号化重みの前記第１の部分集合を決定するためにＯＦ
ＤＭトーンの前記第１の部分集合に対して行われることを特徴とする請求項９に記載のシ
ステム。
【請求項４８】
　前記リンク品質は、信号対ノイズ比（ＳＮＲ）又は信号対干渉ノイズ比（ＳＩＮＲ）と
して測定されることを特徴とする請求項１０に記載のシステム。
【請求項４９】
　前記ＭＵ－ＭＡＳアンテナは、トレーニング信号を送信し、前記クライアントデバイス
は、そのトレーニングに基づいて前記受信信号品質を推定することを特徴とする請求項４
８に記載のシステム。
【請求項５０】
　前記リンク品質測定値を使用してクライアントデバイスクラスターを定義することは、
ターゲットクライアントデバイスに対して非ゼロリンク品質メトリックを有する前記アン
テナの部分集合を識別することを含むことを特徴とする請求項１０に記載のシステム。
【請求項５１】
　前記クライアントデバイスクラスターが選択された状態で、あらゆるクライアントデバ
イスへの該クライアントデバイスクラスター内の全ての送信機からの前記ＣＳＩは、該ク
ライアントデバイスクラスター内の全てのＢＴＳに対して利用可能にされることを特徴と
する請求項１０に記載のシステム。
【請求項５２】
　前記ＣＳＩ情報は、基地局ネットワーク（ＢＳＮ）を通じて全てのＢＴＳにわたって共
有されることを特徴とする請求項５１に記載のシステム。
【請求項５３】
　アップリンク／ダウンリンク（ＵＬ／ＤＬ）チャンネル相互関係が、時分割複信（ＴＤ
Ｄ）システムのためのＵＬチャンネル上のトレーニングから前記ＣＳＩを導出するのに利
用されることを特徴とする請求項１０に記載のシステム。
【請求項５４】
　前記ＢＴＳへの全てのクライアントデバイスからのフィードバックチャンネルが、周波
数分割複信（ＦＤＤ）システムに使用されることを特徴とする請求項１０に記載のシステ
ム。
【請求項５５】
　フィードバックの量を低減するために、前記リンク品質行列の前記非ゼロ入力に対応す
る前記ＣＳＩのみがフィードバックされることを特徴とする請求項５４に記載のシステム
。
【請求項５６】
　実効チャンネル行列

の特異値分解（ＳＶＤ）が計算され、ターゲットクライアントデバイスｋに対する事前符
号化重み

が、

のヌル部分空間に対応する右特異ベクトルとして定義されることを特徴とする請求項１０
に記載のシステム。
【請求項５７】
　送信機の数が、クライアントデバイスの数よりも多く、かつＳＶＤが、実効チャンネル
行列を
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として分解する場合に、クライアントデバイスｋに対するＭＵ－ＭＡＳ事前符号化重みが
、

によって与えられ、ここで、

は、列が

のヌル部分空間の特異ベクトルである行列であることを特徴とする請求項１０に記載のシ
ステム。
【請求項５８】
　マルユーザ（ＭＵ）マルチアンテナシステム（MU-ＭＡＳ）で実施する方法あって、
　バックホール通信チャンネルとして使用される有線リンク、無線リンク、又は両者の組
合せから成るネットワークを介して、一つまたはそれ以上の集中型ユニットを複数の分散
型送受信機局又はアンテナに通信接続する段階と、
　Ｎ個のデータストリームを、M個の事前符号化データストリームに変換する段階であっ
て、各事前符号化データストリームが、Ｎ個のデータストリームの内の幾つか又は全ての
組合せである段階と、
　前記M個の事前符号化データストリームが前記ネットワークを介して前記分散型送受信
機局に送る段階と、
　無線リンクを介して少なくとも一つのクライアントに前記事前符号化データストリーム
を同時に送る段階であって、少なくとも一つのクライアントデバイスが、元のN個のデー
タストリームの少なくとも一つを受信するようにする段階から成ることを特徴とする方法
。
【請求項５９】
　前記複数の分散型アンテナが、ゼロＲＦエネルギを有する空間にロケーションを作成す
るために無線周波数（RF）信号を送信することを特徴とする請求項５８の方法。
【請求項６０】
　前記ＭＵ－ＭＡＳが隣接するクラスター間の干渉を除去し、前記方法が、
　ＭＵ－ＭＡＳ通信チャネルを介して、第１のＭＵ－ＭＡＳクラスターから第１のクライ
アントデバイスと通信する段階と、
　前記第１のＭＵ－ＭＡＳクラスターからの信号強度を、前記第１のクライアントデバイ
スで検出する段階と、
　前記ＭＵ－ＭＡＳ通信チャンネルと干渉する信号を第２のＭＵ－ＭＡＳクラスターで発
生する段階であって、前記第２のＭＵ－ＭＡＳクラスターからの干渉信号強度を前記第１
のクライアントデバイスによって検出する段階と、
　前記第１のＭＵ－ＭＡＳクラスターからの前記信号強度が、前記の第２のＭＵ－ＭＡＳ
クラスターからの前記干渉信号強度の値に対する指定の値に到達した場合に、前記第１の
クライアントデバイスの一つ以上のアンテナと、前記第２のＭＵ－ＭＡＳクラスターの一
つ以上のアンテナとの間のチャンネル状態を定めるチャンネル状態情報（CＳＩ）を発生
し、前記ＣＳＩを、前記第２のＭＵ－ＭＡＳクラスター内の基地送受信機局（ＢＴＳ）に
送信する段階と、
　前記ＢＴＳが、前記第１クライアントデバイスにおけるＲＦ干渉を避けるために、ＭＵ
－ＭＡＳクラスター間干渉（ＩＭＣＩ）相殺によってＭＵ-ＭＵＳ事前符号化を実施する
段階と、を更に含む請求項５８記載の方法。
【請求項６１】
　前記ＭＵ－ＭＡＳが、第１クライアントデバイスとの通信を第１クライアントデバイス
が第１のＭＵ－ＭＡＳクラスターから第２のＭＵ－ＭＡＳクラスターまで移動する時に調
節し、前記方法が、
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　前記第１のクライアントデバイスと前記第１のＭＵ－ＭＡＳクラスター間（「Ｓ１」）
及び該第１のクライアントデバイスと第２のＭＵ－ＭＡＳクラスター間（「Ｓ２」）の信
号強度を検出する段階と、
　前記第１のクライアントデバイスが、Ｓ２がＳ１に対して十分に低い第１の指定ゾーン
内である時に、該第１のクライアントデバイスを含む第１の複数のクライアントに同じ周
波数帯域内で同時非干渉データストリームを送信するために前記第１のＭＵ－ＭＡＳクラ
スター内の基地送受信機局（ＢＴＳ）の少なくとも１つに対して従来のＭＵ－ＭＡＳ事前
符号化を実施する段階と、
　該第１のクライアントを含まない第２の複数のクライアントデバイスに同じ周波数帯域
内で同時非干渉データストリームを送信するために前記第２のＭＵ－ＭＡＳクラスターの
該ＢＴＳに対して従来のＭＵ－ＭＡＳ事前符号化を実施する段階と、
　前記第１のクライアントデバイスが、Ｓ２及びＳ１の相対値が結果として第１の閾値が
到達するように、Ｓ２がＳ１に対して増加し及び／又はＳ１がＳ２に対して減少した第２
の指定ゾーン内である時に、該第１のクライアントデバイスの１つ又はそれよりも多くの
アンテナと前記第２のＭＵ－ＭＡＳクラスターの１つ又はそれよりも多くのアンテナとの
間のチャンネル状態を定義するチャンネル状態情報（ＣＳＩ）を生成し、該第２のＭＵ－
ＭＡＳクラスターのＢＴＳが、該ＣＳＩを使用して、該第１のクライアントデバイスでの
ＲＦ干渉を回避するためにＭＵ－ＭＡＳクラスター間干渉（ＩＭＣＩ）相殺を用いてＭＵ
－ＭＡＳ事前符号化を実施する段階と、
　前記第１のクライアントデバイスが、Ｓ２及びＳ１の相対値が結果として第２の閾値が
到達するように、Ｓ２がＳ１に対して増加し及び／又はＳ１がＳ２に対して減少した第３
の指定ゾーン内である時に、該第１のクライアントデバイスを含む第２の複数のクライア
ントデバイスに同じ周波数帯域内で同時非干渉データストリームを送信するために前記第
２のＭＵ－ＭＡＳクラスターの前記ＢＴＳに従来のＭＵ－ＭＡＳ事前符号化を実施する段
階と、
　該第１のクライアントデバイスの１つ又はそれよりも多くのアンテナと前記第１のＭＵ
－ＭＡＳクラスターの１つ又はそれよりも多くのアンテナとの間のチャンネル状態を定義
するチャンネル状態情報（ＣＳＩ）を生成し、該第１のＭＵ－ＭＡＳクラスターのＢＴＳ
が、該ＣＳＩを使用して、該第１のクライアントデバイスでのＲＦ干渉を回避するために
ＭＵ－ＭＡＳクラスター間干渉（ＩＭＣＩ）相殺を用いてＭＵ－ＭＡＳ事前符号化を実施
する段階と、
　前記第１のクライアントデバイスが、Ｓ２及びＳ１の相対値が結果として第３の閾値が
到達するように、Ｓ２がＳ１に対して増加し及び／又はＳ１がＳ２に対して減少した第４
の指定ゾーン内である時に、該第１のクライアントデバイスを含む前記第２の複数のクラ
イアントデバイスに同じ周波数帯域内で同時非干渉データストリームを送信するために前
記第２のＭＵ－ＭＡＳクラスター内の前記基地送受信機局（ＢＴＳ）の少なくとも１つに
対して従来のＭＵ－ＭＡＳ事前符号化を実施する段階と、
　該第１のクライアントデバイスを含まない前記第１の複数のクライアントデバイスに同
じ周波数帯域内で同時非干渉データストリームを送信するために前記第１のＭＵ－ＭＡＳ
クラスターの該ＢＴＳに対して従来のＭＵ－ＭＡＳ事前符号化を実施する段階と、
　を更に含むことを特徴とする請求項５８記載の方法。
【請求項６２】
　前記ＭＵ－ＭＡＳが第１のクライアントデバイスとの通信を調節し、前記方法が、
　前記クライアントデバイスに、複数のアンテナを有するＭＵ－ＭＡＳネットワークから
ＲＦエネルギを送る段階と、
　該ＭＵ－ＭＡＳネットワークの該クライアントデバイス及び／又は１つ又はそれよりも
多くの基地局送受信機（ＢＴＳ）によって、該クライアントデバイスの現在の速度を推定
する段階と、
　該ＢＴＳのうちの１つ又はそれよりも多くによって、該クライアントデバイスを該クラ
イアントデバイスの該推定速度に基づいて特定のＭＵ－ＭＡＳネットワークに割り当てる
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段階と、を更に含む、
　ことを特徴とする請求項５８記載の方法。
【請求項６３】
　前記ＭＵ－ＭＡＳが第１のクライアントデバイスとの通信を調節し、前記方法が、
　１つ又はそれよりも多くのデータストリームにＭＵ－ＭＡＳ重みを適用して１つ又はそ
れよりも多くのＭＵ－ＭＡＳ事前符号化データストリームを生成する段階と、
　前記ＭＵ－ＭＡＳ事前符号化データストリームが送信される通信チャンネルに関連する
入力チャンネル品質情報（ＣＱＩ）及び／又はチャンネル状態情報（ＣＳＩ）を受信する
段階と、
　前記ＣＱＩ及び／又はＣＳＩに基づいて電力スケーリング係数を決定する段階と、
　前記ＭＵ－ＭＡＳ事前符号化データストリームの各々に前記電力スケーリング係数を適
用する段階と、を更に含む、
　ことを特徴とする請求項５８記載の方法。
【請求項６４】
　前記ＭＵ－ＭＡＳが第１のクライアントとの通信を調節し、前記方法が、
　チャンネル状態情報（ＣＳＩ）及び／又はチャンネル品質情報（ＣＱＩ）を受信する段
階と、
　前記ＣＳＩ又はＣＱＩに基づいて同じクラスター内のＭＵ－ＭＡＳアンテナの群を選択
する段階と、
　前記ＣＳＩ及び／又はＣＱＩに基づいて、ＭＵ－ＭＡＳ重みを適用して各群内で１つ又
はそれよりも多くのＭＵ－ＭＡＳ事前符号化データストリームを生成する段階と、を更地
に含む
　ことを特徴とする請求項５８記載の方法。
【請求項６５】
　前記ＭＵ－ＭＡＳが複数のクライアントデバイスと通信し、前記方法が、
　第１の複数のＭＵ－ＭＡＳアンテナの各々とクライアントデバイスの各々との間のチャ
ンネル状態を定義するチャンネル状態情報（ＣＳＩ）を決定する段階と、
　前記ＣＳＩを使用して、前記第１の複数のＭＵ－ＭＡＳアンテナの各々と前記クライア
ントデバイスの各々のアンテナとの間の前記チャンネルの各々に対するＭＵ－ＭＡＳ事前
符号化重みを決定する段階と、
　前記ＣＳＩ及びＭＵ－ＭＡＳ事前符号化重みを使用して、前記第１の複数のＭＵ－ＭＡ
Ｓアンテナの各々と前記クライアントデバイスの各々の前記アンテナとの間のリンク品質
を定義するリンク品質メトリックを決定する段階と、
　前記リンク品質メトリックを使用して異なるクライアントデバイスに対する変調符号化
方式（ＭＣＳ）を決定する段階と、
　前記第１の複数のＭＵ－ＭＡＳアンテナの各々から個々のクライアントデバイスの各々
までそれらのクライアントデバイスに対する前記決定されたＭＣＳを使用して事前符号化
データストリームを送信する段階を更に含む
　ことを特徴とする請求項５８記載の方法。
【請求項６６】
　前記ＭＵ－ＭＡＳが事前符号化補間を行い、且つ複数のクライアントデバイスと通信す
るために直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）及びＭＵ－ＭＡＳ事前符号化を使用し、前記方
法が、
　ＯＤＦＭトーンの第１の部分集合を選択して事前符号化重みの第１の部分集合を決定す
る段階と、
　事前符号化重みの前記第１の部分集合間で補間することにより、ＯＤＦＭトーンの第２
の部分集合のための事前符号化重みの第２の部分集合を導出する段階と、
　事前符号化重みの前記第１の部分集合及び事前符号化重みの前記第２の部分集合の組合
せを使用して、データストリームを該データストリームをクライアントデバイスに送信す
る前に事前符号化する段階と、を更に含む
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　ことを特徴とする請求項５８記載の方法。
【請求項６７】
　前記ＭＵ－ＭＡＳが、
　複数の無線クライアントデバイスと、
　前記複数のクライアントデバイスとの複数の同時の通信チャンネルを確立するための複
数のＭＵ－ＭＡＳアンテナを有する複数の基地送受信機局（ＢＴＳ）と、
　を含み、前記方法が、
　前記ＢＴＳ及び／又は前記無線クライアントデバイスのいずれかが、それらの間の前記
通信チャンネルのリンク品質を測定し、かつ該リンク品質測定値を使用してクライアント
デバイスクラスターを定義する段階と、
　前記ＢＴＳ及び／又は前記無線クライアントデバイスは、更に、定義されたクライアン
トデバイスクラスター内の各クライアントデバイスと各ＭＵ－ＭＡＳアンテナ間のチャン
ネル状態情報（ＣＳＩ）を測定し、かつ該測定ＣＳＩに基づいて該クライアントデバイス
クラスター内の該ＭＵ－ＭＡＳアンテナとそれらのＭＵ－ＭＡＳアンテナによって到達可
能な前記クライアントデバイスとの間のデータ伝送を事前符号化する段階と、を更に含む
　ことを特徴とする請求項５８記載の方法。
【請求項６８】
　ブロック対角化事前符号化を使用することを特徴とする請求項５８に記載の方法。
【請求項６９】
　Ｍ個の分散型送信アンテナが、ゼロＲＦエネルギの（Ｍ－１）個までの点を作成するこ
とを特徴とする請求項５９に記載の方法。
【請求項７０】
　前記ゼロＲＦエネルギのロケーションは、受信機であり、前記送信アンテナは、前記送
信機と該受信機間の前記チャンネル状態情報を認識し、該送信機は、該チャンネル状態情
報を利用して同時に送信される干渉信号を決定することを特徴とする請求項５９に記載の
方法。
【請求項７１】
　前記送信アンテナは、マルチユーザ（ＭＵ）マルチアンテナシステム(ＭＵ－ＭＡＳ)ア
ンテナであり、
　前記ゼロＲＦエネルギを有するロケーションは、クライアントデバイスのロケーション
に対応し、ＭＵ－ＭＡＳ事前符号化が、該クライアントデバイスに対してゼロＲＦエネル
ギの点を作成するために使用されることを特徴とする請求項５９に記載の方法。
【請求項７２】
　ゼロＲＦエネルギの点が、隣接ＭＵ－ＭＡＳクラスター間の干渉を除去するために作成
されることを特徴とする請求項５９に記載の方法。
【請求項７３】
　前記第１のＭＵ－ＭＡＳクラスターからの該第１のクライアントデバイスによって検出
された前記信号強度と前記第２のＭＵ－ＭＡＳからの該第１のクライアントデバイスによ
って検出された前記干渉信号強度との比率に基づく該第１のクライアントデバイスでの信
号対干渉ノイズ比（ＳＩＮＲ）を推定することにより、該第１のＭＵ－ＭＡＳクラスター
からの該信号強度の指定の値が該第２のＭＵ－ＭＡクラスターからの該干渉信号強度の前
記値に対する前記指定の値に到達するか否かを決定する段階と、
　前記第１のクライアントデバイスが、前記ＳＩＮＲが指定の閾値よりも下に移動する時
に該第１のクライアントデバイスの１つ又はそれよりも多くのアンテナと前記第２のＭＵ
－ＭＡＳクラスターの１つ又はそれよりも多くのアンテナとの間のチャンネル状態を定義
するチャンネル状態情報（ＣＳＩ）を生成する段階と、
　ことを更に含むことを特徴とする請求項６０に記載の方法。
【請求項７４】
　前記第１のＭＵ－ＭＡＳクラスター内の複数の基地局送受信機（ＢＴＳ）で、前記第１
のクライアントデバイスを含む第１の複数のクライアントデバイスに同じ周波数帯域内で
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同時非干渉データストリームを送信するために従来のＭＵ－ＭＡＳ事前符号化を実施する
段階と、
　前記第２のＭＵ－ＭＡＳクラスター内の前記ＢＴＳで、第２の複数のクライアントデバ
イスに同じ周波数帯域内で同時非干渉データストリームを送信するために前記ＩＭＣＩ相
殺事前符号化と同時に実施される従来のＭＵ－ＭＡＳ事前符号化を実施する段階と、
　を更に含むことを特徴とする請求項６０に記載の方法。
【請求項７５】
　第２のＭＵ－ＭＡＳクラスターからの干渉信号強度を前記第１のクライアントデバイス
によって検出する段階は、前記第１のＭＵ－ＭＡＳクラスターの前記ＭＵ－ＭＡＳアンテ
ナからの指定のサイレンス期間中に信号強度を測定することを含むことを特徴とする請求
項６０に記載の方法。
【請求項７６】
　前記指定のサイレンス期間は、所定の送信フレーム構造に基づいて指定されることを特
徴とする請求項７５に記載の方法。
【請求項７７】
　前記第１のＭＵ－ＭＡＳクラスター及び前記第２のＭＵ－ＭＡＳクラスターは、マルチ
キャリア直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）システムを含み、前記方法が、
　前記第１のクライアントで信号対干渉比（ＳＩＲ）又は信号対干渉ノイズ比（ＳＩＮＲ
）を推定することにより、前記第１のＭＵ－ＭＡＳクラスターからの前記信号強度の指定
の値が、前記第２のＭＵ－ＭＡＳクラスターからの前記干渉信号強度の前記値に対する前
記指定の値に到達するか否かを決定し、該ＳＩＲが、該第１のＭＵ－ＭＡＳクラスターか
らの該第１のクライアントによって検出された該信号強度と該第２のＭＵ－ＭＡＳクラス
ターからの該第１のクライアントによって検出された該干渉信号強度との比率に基づいて
おり、該ＳＩＮＲが、該第１のＭＵ－ＭＡＳクラスターからの該第１のクライアントによ
って検出された該信号強度と該第２のＭＵ－ＭＡＳクラスターからの該第１のクライアン
トによって検出された該干渉信号強度及びノイズ信号強度との比率に基づいており、該Ｓ
ＩＲ又はＳＩＮＲが、前記ＯＤＦＭシステムのヌルトーンから推定される前記決定する段
階を更に含む、
　ことを特徴とする請求項６０に記載の方法。
【請求項７８】
　前記第１のＭＵ－ＭＡＳクラスターからの前記信号強度が前記第２のＭＵ－ＭＡＳクラ
スターからの前記干渉信号強度の前記値に対する指定の値に到達した場合に、該第２のＭ
Ｕ－ＭＡＳクラスターからのトレーニング信号を使用して、前記第１のクライアントデバ
イスの１つ又はそれよりも多くのアンテナと該第２のＭＵ－ＭＡＳクラスターの１つ又は
それよりも多くのアンテナとの間のチャンネル状態を定義する前記チャンネル状態情報（
ＣＳＩ）を生成することを特徴とする請求項６０に記載の方法。
【請求項７９】
　前記第２のＭＵ－ＭＡＳクラスター内の前記ＢＴＳでＭＵ－ＭＡＳクラスター間干渉（
ＩＭＣＩ）相殺によってＭＵ－ＭＡＳ事前符号化を実施する段階は、前記第１のクライア
ントデバイスのロケーションでゼロＲＦエネルギを作成するために高周波（ＲＦ）信号を
事前符号化して送信することを含むことを特徴とする請求項６０に記載の方法。
【請求項８０】
　Ｓ１及びＳ２に対して信号対干渉ノイズ比（ＳＩＮＲ）及び／又は信号対干渉比（ＳＩ
Ｒ）を計算する段階と、
　ＳＩＲ及び／又はＳＩＮＲの値に基づいて第１、第２、及び第３の閾値を定義する段階
と、
　を更に含むことを特徴とする請求項６１に記載の方法。
【請求項８１】
　Ｓ１及びＳ２の前記相対値に基づいて、該第１のクライアントデバイスがゾーン間を移
動するのに応答してヒステリシスループを実施して該ゾーンの各々間の反復的な切り換え
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を回避するために前記第１から第３の閾値の値の各々を動的に調節すること、
　を更に含むことを特徴とする請求項６１に記載の方法。
【請求項８２】
　前記クライアントデバイスが現在常駐する前記ゾーンに関する決定が、該クライアント
デバイスによって行われることを特徴とする請求項６１に記載の方法。
【請求項８３】
　前記クライアントデバイスが現在常駐する前記ゾーンに関する決定が、前記第１のＭＵ
－ＭＡＳクラスター及び／又は前記第２のＭＵ－ＭＡＳクラスター内のＢＴＳによって行
われることを特徴とする請求項６１に記載の方法。
【請求項８４】
　命令のシーケンスを実行するプロセッサとして実施される有限状態機械を用いて実施さ
れることを特徴とする請求項６１に記載の方法。
【請求項８５】
　前記ＲＦエネルギは、ドップラーシフトを推定することによって前記クライアントデバ
イスに対する現在の速度を推定するのに使用されることを特徴とする請求項６２に記載の
方法。
【請求項８６】
　前記ドップラーシフトは、ブラインド推定技術を使用して、前記アンテナから前記クラ
イアントに反射されて該アンテナに戻る前記ＲＦエネルギを使用して計算されることを特
徴とする請求項８５に記載の方法。
【請求項８７】
　前記ＲＦエネルギは、トレーニング信号から構成され、前記ドップラーシフトは、該ト
レーニング信号を使用して計算されることを特徴とする請求項８５に記載の方法。
【請求項８８】
　前記クライアントデバイスの速度が指定の閾値よりも大きい場合に、前記方法が、高速
クライアントデバイスと通信することができる第１のＭＵ－ＭＡＳネットワークに該クラ
イアントデバイスを割り当て、及び該クライアントデバイスの速度が該指定の閾値よりも
小さい場合に、第２のＭＵ－ＭＡＳネットワークに該クライアントデバイスを割り当てる
こと更に含むことを特徴とする請求項６２に記載の方法。
【請求項８９】
　前記第１のＭＵ－ＭＡＳネットワークは、第１の平均待ち時間を有するＢＴＳネットワ
ークを通じて接続された複数の基地局送受信機（ＢＴＳ）を含み、
　前記第２のＭＵ－ＭＡＳネットワークは、前記第１の平均待ち時間よりも低い第２の平
均待ち時間を有するＢＴＳネットワークを通じて接続された複数のＢＴＳを含む、
　ことを特徴とする請求項８８に記載の方法。
【請求項９０】
　前記ＭＵ－ＭＡＳ事前符号化データストリームの各々に前記電力スケーリング係数を適
用する段階は、該ＭＵ－ＭＡＳ事前符号化データストリームの各々に該電力スケーリング
係数を乗算することを含むことを特徴とする請求項６３に記載の方法。
【請求項９１】
　前記ＣＱＩは、前記通信チャンネルの各々に対する平均信号対ノイズ比（ＳＮＲ）又は
受信信号強度表示（ＲＳＳＩ）を含むことを特徴とする請求項６３に記載の方法。
【請求項９２】
　前記電力スケーリング係数が、全てのＭＵ－ＭＡＳアンテナに送られた前記データスト
リームの各々に適用され、かつ瞬間的なＭＵ－ＭＡＳ当たりアンテナ送信電力が所定の最
大許容露出（ＭＰＥ）限界値よりも大きい場合があっても平均ＭＵ－ＭＡＳ当たりアンテ
ナ電力が該ＭＰＥ限界値よりも低く維持されるように動的に調節されることを特徴とする
請求項６３に記載の方法。
【請求項９３】
　前記ＭＵ－ＭＡＳ事前符号化データストリームの各々に前記電力スケーリング係数を適
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用する段階は、該ＭＵ－ＭＡＳ事前符号化データストリームの各々に該電力スケーリング
係数を乗算することを含むことを特徴とする請求項６４に記載の方法。
【請求項９４】
　前記ＣＱＩは、前記通信チャンネルの各々に対する平均信号対ノイズ比（ＳＮＲ）又は
受信信号強度表示（ＲＳＳＩ）を含むことを特徴とする請求項６４に記載の方法。
【請求項９５】
　前記電力スケーリング係数は、全てのＭＵ－ＭＡＳアンテナに送られた前記データスト
リームの各々に適用され、かつ瞬間的なＭＵ－ＭＡＳ当たりアンテナ送信電力が所定の最
大許容露出（ＭＰＥ）限界値よりも大きい場合があっても平均ＭＵ－ＭＡＳ当たりアンテ
ナ電力が該ＭＰＥ限界値よりも低く維持されるように動的に調節されることを特徴とする
請求項６４に記載の方法。
【請求項９６】
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）を使用することを更に含み、前記リンク品質メトリッ
クは、全てのＯＦＤＭトーンにわたる平均信号対ノイズ比を含むことを特徴とする請求項
６５に記載の方法。
【請求項９７】
　前記リンク品質メトリックは、前記第１の複数のアンテナと前記クライアントの前記ア
ンテナとの間の有効チャンネルの周波数応答であることを特徴とする請求項６５に記載の
方法。
【請求項９８】
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）を使用する段階と、
　前記リンク品質メトリックに基づいて、前記異なるクライアントデバイスの各々と通信
するのに使用される異なるＯＦＤＭトーンを決定する段階と、
　を更に含むことを特徴とする請求項６５に記載の方法。
【請求項９９】
　それぞれの前記クライアントデバイスの各々への通信に使用される前記ＭＣＳの表示を
送信する段階、
　を更に含むことを特徴とする請求項６５に記載の方法。
【請求項１００】
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）を使用する段階と、
　それぞれの前記クライアントデバイスの各々への通信に使用される異なるトーンの表示
を送信する段階と、
　を更に含むことを特徴とする請求項６５に記載の方法。
【請求項１０１】
　チャンネル利得の検出された時間的変動に基づいて前記ＭＣＳを調節する段階を更に含
むことを特徴とする請求項６５に記載の方法。
【請求項１０２】
　前記ＭＣＳは、チャンネル干渉時間の部分毎に再計算されることを特徴とする請求項６
５に記載の方法。
【請求項１０３】
　前記ＭＵ－ＭＡＳ送信アンテナは、前記送信機と該受信機間の前記チャンネル状態情報
を認識し、該送信機は、該チャンネル状態情報を利用して同時に送信される干渉信号を決
定することを特徴とする請求項５８に記載の方法。
【請求項１０４】
　特異値分解（ＳＶＤ）が、事前符号化重みの前記第１の部分集合を決定するためにＯＦ
ＤＭトーンの前記第１の部分集合に対して行われることを特徴とする請求項６６に記載の
方法。
【請求項１０５】
　前記リンク品質は、信号対ノイズ比（ＳＮＲ）又は信号対干渉ノイズ比（ＳＩＮＲ）と
して測定されることを特徴とする請求項６７に記載の方法。
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【請求項１０６】
　前記ＭＵ－ＭＡＳアンテナは、トレーニング信号を送信し、前記クライアントデバイス
は、そのトレーニングに基づいて前記受信信号品質を推定することを特徴とする請求項１
０５に記載の方法。
【請求項１０７】
　前記リンク品質測定値を使用してクライアントデバイスクラスターを定義することは、
ターゲットクライアントデバイスに対して非ゼロリンク品質メトリックを有する前記アン
テナの部分集合を識別することを含むことを特徴とする請求項６７に記載の方法。
【請求項１０８】
　前記クライアントデバイスクラスターが選択された状態で、あらゆるクライアントデバ
イスへの該クライアントデバイスクラスター内の全ての送信機からの前記ＣＳＩは、該ク
ライアントデバイスクラスター内の全てのＢＴＳに対して利用可能にされることを特徴と
する請求項６７に記載の方法。
【請求項１０９】
　前記ＣＳＩ情報は、基地局ネットワーク（ＢＳＮ）を通じて全てのＢＴＳにわたって共
有されることを特徴とする請求項１０８に記載の方法。
【請求項１１０】
　アップリンク／ダウンリンク（ＵＬ／ＤＬ）チャンネル相互関係が、時分割複信（ＴＤ
Ｄ）システムのためのＵＬチャンネル上のトレーニングから前記ＣＳＩを導出するのに利
用されることを特徴とする請求項６７に記載の方法。
【請求項１１１】
　前記ＢＴＳへの全てのクライアントデバイスからのフィードバックチャンネルが、周波
数分割複信（ＦＤＤ）システムに使用されることを特徴とする請求項６７に記載の方法。
【請求項１１２】
　フィードバックの量を低減するために、前記リンク品質行列の前記非ゼロ入力に対応す
る前記ＣＳＩのみがフィードバックされることを特徴とする請求項１１１に記載の方法。
【請求項１１３】
　実効チャンネル行列

の特異値分解（ＳＶＤ）が計算され、ターゲットクライアントデバイスｋに対する事前符
号化重み

が、

のヌル部分空間に対応する右特異ベクトルとして定義されることを特徴とする請求項６７
に記載の方法。
【請求項１１４】
　送信機の数が、クライアントデバイスの数よりも多く、かつＳＶＤが、実効チャンネル
行列を

として分解する場合に、クライアントデバイスｋに対するＭＵ－ＭＡＳ事前符号化重みが
、

によって与えられ、ここで、

は、列が

のヌル部分空間の特異ベクトルである行列であることを特徴とする請求項６７に記載の方
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法。
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